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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第63回

地
域
総
合
診
療
専
門
医
の 

在
り
方
と
展
望
を
議
論

　

２
０
２
３
年
12
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
三
重
県
志

摩
市
で
開
催
さ
れ
た
第
２
回
日
本
地
域
医
療
学
会
学

術
集
会
に
参
加
し
た
。
日
本
地
域
医
療
学
会
は
、
全

国
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議
会（
国
診
協
）、
全

国
自
治
体
病
院
協
議
会（
全
自
病
協
）、
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
協
会
、
日
本
公
的
病
院
精
神
科
協
会
、
日
本

慢
性
期
医
療
協
会
、
全
国
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合

会
の
医
療
関
係
６
団
体
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
団
体

で
、
会
長
は
小
野
剛
全
国
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

協
議
会
会
長
が
就
任
し
て
い
る
。

　

高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
患
者
が
抱
え
る
複
合
的

な
疾
病
を
総
合
的
に
診
て
、
地
域
全
体
で
治
し
・
支

え
・
寄
り
添
う
医
療
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
医
療
実
現
の
担
い
手
と
し
て「
地
域
包
括
ケ
ア
」

を
実
践
で
き
る
総
合
診
療
専
門
医
に
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
地
域
医
療
学
会
は
、「
病

気
を
診
る
」だ
け
で
な
く「
地
域
を
診
る
」眼
を
持
つ

総
合
診
療
医
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
総
合
診

療
領
域
の
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
専
門
医
と
し
て
こ

れ
ま
で
の
国
診
協
・
全
自
病
協
の「
地
域
包
括
医
療
・

ケ
ア
認
定
医
」を
発
展
さ
せ
た「
地
域
総
合
診
療
専
門

医
」制
度
を
立
ち
上
げ
、
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

第
２
回
学
術
集
会
は
、「
地
域
医
療
か
ら
日
本
を

再
興
す
る
～
答
え
の
な
い
新
た
な
冒
険
へ
～
」
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、
地
域
総
合
診
療
専
門
医
の
在

り
た
い
姿
を
探
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
展
望
に

つ
い
て
議
論
を
深
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
開
催
さ

れ
た
。

突
然
の
学
会
長
の
交
代

　

学
術
集
会
は
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
学
会
長

が
諸
般
の
事
情
か
ら
辞
任
を
し
、
学
会
１
カ
月
前

に
志
摩
市
民
病
院
副
院
長
の
日
下
伸
明
医
師
が
学

会
長
代
行
に
就
任
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

日
下
学
会
長
代
行
か
ら
学
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め

の
「H

E
LP!

」
の
書
き
込
み
が
あ
っ
た
。
筆
者
は

「H
E

LP!

」の
文
字
を
見
た
瞬
間
に
学
会
支
援
の
た
め

に
参
加
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
確

認
す
る
と
、
空
い
た
コ
マ
・
会
場
が
あ
り
、
空
い
た

第
２
回
日
本
地
域
医
療
学
会
学
術
集
会
に
参
加

城
西
大
学
経
営
学
部
教
授
　
伊
関
友
伸
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地域医療再生への道

コ
マ
に
手
弁
当
で
講
演
を
す
る
こ
と
を
日
下
学
会
長

代
行
と
学
会
事
務
局
に
提
案
し
た
。
そ
の
結
果
、
16

日
の
11
時
40
分
か
ら「【
日
下
学
会
長
代
行
支
援
緊
急

講
演
】
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
地
域
医
療
に
起
き
る
こ

と
」と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
日
下
学
会
長
代
行
の
提
案
で
、
年
末

の
忙
し
い
時
期
に
三
重
県
ま
で
出
向
い
て
学
会
に

参
加
で
き
な
い
人
向
け
に
「
へ
き
地
医
療
座
談
セ
ッ

シ
ョ
ン
」
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ク
チ
ャ
ー
が
設
定

さ
れ
た
。「
へ
き
地
医
療
×
〇
〇
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
参
加
者
で
つ
く
る
交

流
型
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
医
療
の
各
分
野
で
先
端
を

走
る
ス
ピ
ー
カ
ー
が
「
尖と
が

っ
た
」
話
を
す
る
セ
ッ

シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。
筆
者
も
日
下
学
会
長
代
行
の

依
頼
で
、
15
日
の
15
時
か
ら
熊
本
県
の
球
磨
郡
公

立
多
良
木
病
院
副
院
長
の
稲
田
啓
介
医
師
と
一
緒

に
「
伊
関
教
授
に
聞
く
『
自
治
体
病
院
の
き
ほ
ん
の

き
』」と
い
う
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
議
論
を
し
た
。

１
３
９
人
の
医
療
系
学
生
や
高
校
生
が

集
会
に
参
加

　

日
本
地
域
医
療
学
会
学
術
集
会
の
特
徴
と
し
て
、

明
日
の
日
本
の
地
域
医
療
を
担
う
医
療
系
学
生
や
高

校
生
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
今
回
は

１
３
９
人
の
医
療
系
学
生
や
高
校
生
（
医
学
生

１
２
７
人
、
高
校
生
12
人
）
が
学
術
集
会
に
参
加
し

た
。
16
日
の
午
後
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅴ
（
学
生
企

画
）と
し
て
、「
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
×
医
師
キ
ャ
リ
ア

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と
し
て
、
医
療
系
学
生
が
現
在
地

域
の
医
療
現
場
で
活
躍
す
る
医
療
従
事
者
に
質
問
を

す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
最
終
日
の
17
日
に

は「
高
校
生
に
よ
る
地
域
医
療
体
験
学
習
と
は
」の
講

演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

「
高
校
生
に
よ
る
体
験
学
習
プ

レ
ゼ
ン
大
会
」が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

16
日
の
午
後
に
は
「
地
域
医
療
サ
ミ
ッ
ト
」
と
し

て
、「
み
ん
な
で
話
そ
う
！ 

～
地
域
医
療
で
ま
ち
づ

く
り
～
」
を
テ
ー
マ
に
住
民
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
行
わ
れ
た
。
１
０
０
名
近
く
の
参
加
者
が
一
堂

に
会
し
て
議
論
を
行
っ
た
。
筆
者
も
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
会
話
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
っ
た
。

議
論
に
は
志
摩
市
内
の
海
女
さ
ん
、
若
手
医
師
、
老

人
ホ
ー
ム
運
営
者
、
薬
学
生
、
三
重
県
内
の
高
校
生

と
教
員
、
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
方
々
が
参
加

し
、
三
重
の
地
域
医
療
に
関
し
て
自
由
な
意
見
を
交

わ
し
た
。

　

両
日
、
夜
に
は
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
特
に
16
日
の

懇
親
会
は
昭
和
の
時
代
の
よ
う
な
大
広
間
で
宴
会
形

式
で
行
わ
れ
た
（
20
歳
未
満
の
学
生
は
禁
酒
を
徹

底
）。
学
会
講
演
や
懇
親
会
に
お
い
て
何
人
も
の
医

学
生
と
意
見
を
交
換
し
た
。
学
生
の
皆
さ
ん
の
地
域

医
療
に
関
す
る
熱
い
思
い
を
聞
き
、
日
本
の
医
療
も

捨
て
た
も
の
で
は
な
い
な
と
強
く
感
じ
た
。
最
後

は
、
参
加
者
全
員
で
宴
会
場
を
ぐ
る
っ
と
囲
み
、
伊

勢
え
び
ば
や
し
の
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
踊
る
「
じ
ゃ

こ
っ
ぺ
踊
り
」を
全
員
で
踊
り
、
盛
り
上
が
っ
た
。

大
成
功
と
な
っ
た
学
術
集
会

　

心
配
さ
れ
た
参
加
者
数
も
目
標
５
０
０
人
に
対

し
て
５
１
４
人
の
参
加
を
得
た
。
日
下
学
会
長
代

行
か
ら
も
、「
今
回
の
学
術
集
会
の
目
標
で
あ
っ
た

『
将
来
の
地
域
医
療
に
従
事
す
る
学
生
・
若
手
医
師

に
地
域
医
療
へ
の
希
望
を
持
っ
て
も
ら
う
』
と
い
う

点
で
は
、
多
く
の
学
生
・
若
手
医
師
か
ら
地
域
医

療
に
従
事
し
て
み
た
い
と
い
う
声
を
頂
い
た
」「
こ

れ
か
ら
の
日
本
の
地
域
医
療
に
燈ひ

を
灯
す
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
言
葉
を
頂
い
て
い

る
。
学
術
集
会
と
し
て
は
大
成
功
で
あ
っ
た
と
考

え
る
。
最
後
に
本
学
術
集
会
の
運
営
に
関
わ
っ
た

全
て
の
方
の
ご
尽
力
に
感
謝
を
し
た
い
。

　

な
お
、
第
３
回
の
学
術
集
会
は
２
０
２
４
年
11
月

30
日
、
12
月
１
日
に
富
山
国
際
会
議
場
で
清
水
幸
裕

南
砺
市
民
病
院
院
長
を
学
会
長
と
し
て
開
催
予
定
で

あ
る
。

伊関友伸（いせき　ともとし）
1987年埼玉県入庁、県民総務課、大利根町企
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健総合センターなどを経て、2004年城西大学経
営学部准教授、2011年4月同教授。研究分野は
行政学。総務省「持続可能な地域医療提供体制
を確保するための公立病院経営強化に関する検
討会」構成員など、数多くの国・地方自治体の委
員を務める。著書に『人口減少・地域消滅時代の
自治体病院経営改革』（ぎょうせい2019年）、『新
型コロナから再生する自治体病院』（ぎょうせい
2021年）など。

筆者プロフィール タ
イ
ト
ル
の
〝ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
〟
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
神

話
に
登
場
す
る
名
医
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
持
っ
て
い
た
蛇（
ク

ス
シ
ヘ
ビ
）の
巻
き
つ
い
た
杖
。
医
療
・
医
術
の
象
徴
と
し
て

世
界
的
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
。


